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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期

第１四半期累計期間
第60期

第１四半期累計期間
第59期

会計期間
自 平成24年３月21日
至 平成24年６月20日

自 平成25年３月21日
至 平成25年６月20日

自 平成24年３月21日
至 平成25年３月20日

売上高（千円） 1,491,055 1,533,239 5,861,279

経常利益（千円） 16,723 21,262 70,289

四半期（当期）純利益（千円） 14,572 14,831 121,897

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 1,017,550 1,017,550 1,017,550

発行済株式総数（千株） 4,680 4,680 4,680

純資産額（千円） 2,336,432 2,522,162 2,537,944

総資産額（千円） 3,909,625 3,925,438 4,135,666

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
3.14 3.20 26.31

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 7.50

自己資本比率（％） 59.8 64.3 61.4

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、「連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移」に

ついては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため記載しておりません。　

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

（1）業績の状況

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新政権下でのデフレ脱却と経済再生に向けた異次元の金融緩和の

実施や成長戦略の期待感から、円安の進行とともに株価が高騰したことで、輸出企業を中心に受注や採算の改善が

見られるなど一部に景気持ち直しの兆しはあるものの、全体としては顕著な改善に至っておらず、全体経済の回復

には未だ不透明感が続いております。

　当機械工具業界におきましては、主要ユーザーとなる自動車関連業界は円安株高を背景として、輸出比率の高い大

手メーカーを中心に回復の兆しが窺えるものの、円安効果による設備投資需要にまで繋がっていないなど、期待す

る景気回復にはもう暫く時間を要すものと思われます。

　このような経営環境の中におきまして当社は、横浜事務所の営業所昇格による首都圏での営業基盤強化を目指し

てまいりましたほか、堅調なスマートフォン市場での受注獲得にも本社主導で鋭意努めてまいりました。

　その結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高1,533百万円（前年同四半期比2.8％増）、営業利益７百万円

（前年同四半期比144.6％増）、経常利益は21百万円（前年同四半期比27.1％増）、四半期純利益は14百万円（前年

同四半期比1.8％増）と増収増益となりました。　

（2）財政状態の分析

　（資産）

　当第１四半期会計期間末における総資産は、3,925百万円となり前事業年度末に比べ、210百万円減少しました。

この主な要因は、現金及び預金が支払手形及び買掛金の決済、配当金の支払い等により162百万円減少したこと等

であります。

　（負債）

　当第１四半期会計期間末における負債合計は、1,403百万円となり前事業年度末に比べ、194百万円減少しまし

た。主な要因は、流動負債の支払手形及び買掛金が217百万円減少したこと等であります。

　（純資産）

　当第１四半期会計期間末における純資産は、2,522百万円となり前事業年度末に比べ、15百万円減少しました。主

な要因は、四半期純利益の計上14百万円となりましたが、期末配当金の支払34百万円等によるものであります。

　なお、当四半期会計期間末における自己資本比率は64.3％となり、前事業年度末に比べ2.9ポイント上昇してお

ります。　

（3）事業上および財務上の対処すべき課題　

当第１四半期累計期間において、当社の事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および新たに生

じた課題はありません。

（4）研究開発活動

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社　植松商会(E02753)

四半期報告書

 3/13



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,720,000

計 16,720,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月２日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,680,000 4,680,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 4,680,000 4,680,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成25年３月21日

～平成25年６月20日
－ 4,680,000 － 1,017,550 － 587,550

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月20日）に基づく株主名簿による記載をして

おります。

①【発行済株式】

　 平成25年６月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

　無議決権株式 － － －

　議決権制限株式（自己株式等） － － －

　議決権制限株式（その他） － － －

　完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　46,000 － －

　完全議決権株式（その他） 普通株式 4,624,000 4,624 －

　単元未満株式 普通株式　　10,000 － －

　発行済株式総数 4,680,000 － －

　総株主の議決権 － 4,624 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には証券保管振替機構名義の株式が、4,000株（議決権の数４個）含

まれております。

②【自己株式等】

　 平成25年６月20日現在

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総

数に対する所

有株式数の割

合（％）

株式会社植松商会
仙台市若林区卸町

三丁目７番地の５
46,000 － 46,000 1.0

計 － 46,000 － 46,000 1.0

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成25年３月21日から平成25年

６月20日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年３月21日から平成25年６月20日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社を有していないので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月20日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 518,828 356,567

受取手形及び売掛金 1,997,005 1,984,972

商品 231,628 245,202

繰延税金資産 16,913 20,594

その他 72,059 12,926

貸倒引当金 △5,428 △5,398

流動資産合計 2,831,007 2,614,864

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 135,123 133,733

土地 189,441 189,441

その他（純額） 26,083 24,087

有形固定資産合計 350,649 347,262

無形固定資産 10,971 10,608

投資その他の資産

投資有価証券 813,448 823,586

その他 138,998 138,496

貸倒引当金 △9,408 △9,380

投資その他の資産合計 943,039 952,703

固定資産合計 1,304,659 1,310,574

資産合計 4,135,666 3,925,438

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,322,361 1,105,077

未払法人税等 13,982 21,300

賞与引当金 18,600 3,400

役員賞与引当金 14,000 3,500

その他 92,086 134,182

流動負債合計 1,461,029 1,267,460

固定負債

退職給付引当金 32,031 29,436

役員退職慰労引当金 55,600 56,725

その他 49,060 49,653

固定負債合計 136,692 135,815

負債合計 1,597,722 1,403,275
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月20日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,017,550 1,017,550

資本剰余金 1,174,661 1,174,661

利益剰余金 304,856 284,938

自己株式 △7,356 △7,356

株主資本合計 2,489,711 2,469,793

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 48,233 52,369

評価・換算差額等合計 48,233 52,369

純資産合計 2,537,944 2,522,162

負債純資産合計 4,135,666 3,925,438
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年３月21日
　至　平成24年６月20日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年３月21日
　至　平成25年６月20日)

売上高 1,491,055 1,533,239

売上原価 1,292,621 1,326,503

売上総利益 198,433 206,736

販売費及び一般管理費 195,490 199,537

営業利益 2,943 7,198

営業外収益

仕入割引 11,514 11,949

その他 3,174 3,518

営業外収益合計 14,688 15,468

営業外費用

支払利息 624 553

為替差損 － 674

その他 283 176

営業外費用合計 908 1,404

経常利益 16,723 21,262

特別利益

受取損害賠償金 － 7,918

補助金収入 － 2,334

特別利益合計 － 10,252

税引前四半期純利益 16,723 31,515

法人税、住民税及び事業税 2,151 19,848

法人税等調整額 － △3,164

法人税等合計 2,151 16,684

四半期純利益 14,572 14,831
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【継続企業の前提に関する事項】

　　　該当事項はありません。

【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成25年３月21日以後に取得した有形固定資産につ

いては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　これによる、当第１四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　当第１四半期累計期間（自　平成25年３月21日　至　平成25年６月20日）

　　　　該当事項はありません。　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

１　債務保証

従業員の銀行借入に対して保証を行っております。

前事業年度
（平成25年３月20日）

当第１四半期会計期間
（平成25年６月20日）

従業員　１名 616千円 従業員　１名 496千円

 

２　受取手形裏書譲渡高

 
前事業年度

（平成25年３月20日）
当第１四半期会計期間
（平成25年６月20日）

受取手形裏書譲渡高 232,474千円 236,114千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自  平成24年３月21日
至  平成24年６月20日）

当第１四半期累計期間
（自  平成25年３月21日
至  平成25年６月20日）

減価償却費 4,379千円 5,169千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成24年３月21日　至　平成24年６月20日）

　　配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月19日

定時株主総会　
普通株式 23,172千円 5円 平成24年３月20日平成24年６月20日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成25年３月21日　至　平成25年６月20日）

　　配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月19日

定時株主総会　
普通株式 34,749千円 7.5円 平成25年３月20日平成25年６月20日利益剰余金

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間（自　平成24年３月21日　至　平成24年６月20日）及び当第１四半期累計期間（自　平成25

年３月21日　至　平成25年６月20日）

当社は、機械、工具及び産業機械・器具等の販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成24年３月21日
至　平成24年６月20日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年３月21日
至　平成25年６月20日）

１株当たり四半期純利益金額 3円14銭 3円20銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 14,572 14,831

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 14,572 14,831

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,634 4,633

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。

２【その他】

　　該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 　 平成25年７月29日

株式会社植松商会 　 　

取締役会　御中 　 　

　 有限責任監査法人　トーマツ 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木村　大輔　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 菅　　博雄　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社植松商会

の平成25年３月21日から平成26年３月20日までの第60期事業年度の第１四半期会計期間（平成25年３月21日から平成25

年６月20日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年３月21日から平成25年６月20日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社植松商会の平成25年６月20日現在の財政状態及び同日をもって終了する

第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
　
　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。　
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